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　みなさんは毎
まい
日
にち
をどのように過

す
ごしていますか？　将

しょう

来
らい
の “やりたいこと” を目

め ざ
指して毎

まいにち
日を送

おく
っているとい

う人
ひと
は、もしかしたら少

すく
ないのではないでしょうか。

　私
わたし
も小

しょう
学
がく
生
せい
のころは、特

とく
に何

なに
かを志

こころざ
して生

せいかつ
活してい

たわけではありませんでした。50年
ねん
以
い
上
じょう
前
まえ
で、まだス

マートフォンやゲーム機
き
もない時

じ
代
だい
で、ただなんとなく

好
す
きな本

ほん
を読

よ
んだり友

ともだち
達と遊

あそ
んだりして日

ひ び
々を過

す
ごして

いました。家
か
族
ぞく
は、そんな私

わたし
を近
きんじょ
所の神

じんじゃ
社などいろいろ

なところに連
つ
れて行

い
ってくれました。生

う
まれつき視

し
力
りょく
が

弱
よわ
く、周

まわ
りがよく見

み
えていない子

こ
どもだった私

わたし
を何
なに
とか

したかったのでしょう。世
よ
の中
なか
が、ぼーっとしか見

み
えな

い。このことは、私
わたし
に大
おお
きな影

えい
響
きょう
を与
あた
えました。小

ちい
さい

うちは、しっかり見
み
ようと目

め
を凝

こ
らすと頭

あたま
が小

こ
刻
きざ
みにふ

るえるのでいやでした。でも次
し
第
だい
に「世

よ
の中
なか
、細
こま
かいと

ころは見
み
えなくていい。いま見

み
えている状

じょう
態
たい
でいい。」

と思
おも
うようになったのです。ただ新

あたら
しもの好

ず
きで好

こう
奇
き
心
しん

はじめに
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が旺
おうせい
盛だったので、好

す
きな本

ほん
には目

め
をグッと近

ちか
づけての

めり込
こ
みました。ここが “やりたいこと” “キャリア”の

原
げん
点
てん
だった気

き
がします。後

のち
に社
しゃかい
会に出

で
て大
おお
きなプロジェ

クト※を進
すす
めることができたのは、細

こま
かいことにこだわ

らず社
しゃかい
会の大

おお
きな流

なが
れを見

み
ることができたことと好

こう
奇
き
心
しん

のおかげではないかと思
おも
います。何

なに
が幸

さいわ
いするかわから

ないものですね。

　さて、今
いま
、世

よ
の中

なか
の大

おお
きな流

なが
れは根

ね
っこからの「変

へん

化
か
」にあります。特

とく
にI

アイシーティー
CTやA

エーアイ
Iといった技

ぎ
術
じゅつ
が世

よ
の中

なか

を大
おお
きく変

か
えています。こうした技

ぎ
術
じゅつ
にはよい面

めん
と悪
わる
い

面
めん
があります。悪

わる
い面
めん
は、長

ちょう
時
じ
間
かん
インターネットに思

おも
わ

ず没
ぼっ
頭
とう
して勉

べん
強
きょう
する時

じ
間
かん
がなくなる…といったことで

しょうか。しかし一
いっぽう
方で、こうした技

ぎ
術
じゅつ
は世

せ
界
かい
を自

じ
分
ぶん
に

近
ちか
づけてくれて、あっという間

ま
にいろいろなことを知

し
る

ことができます。たとえば、先
さき
ほど私

わたし
の経
けいけん
験をお話

はな
しし

ましたが、ぼーっとしか見
み
えない世

せ
界
かい
を、技

ぎ
術
じゅつ
を使
つか
って

まるでそこに行
い
ったように体

たいけん
験でき、逆

ぎゃく
に視

し や
野を広

ひろ
げる

ことにひと役
やく
買
か
えるかもしれません。また、この本

ほん
では
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巻
まき
物
もの
型
がた
タブレットを使

つか
って、“やりたい！” の見

み
つけ方

かた

や活
い
かし方

かた
が伝
でん
授
じゅ
されます。こうした技

ぎ
術
じゅつ
も含
ふく
め、今

いま
の

「変
へん
化
か
」をよい方

ほうこう
向に用

もち
いていけるかどうかで、世

せ
界
かい
の

未
み
来
らい
は大
おお
きく変

か
わってくるのではないかと思

おも
います。

　時
じ
代
だい
が変

へん
化
か
しても、人

にん
間
げん
の心

こころ
は変

か
わらないものです。

私
わたし
も小

しょう
学
がく
生
せい
の時
とき
の気

き
持
も
ちのままです。好

こう
奇
き
心
しん
は旺
おうせい
盛で最

さい

近
きん
もA

エーアイ
Iで作

つく
った俳

はい
句
く
の出

で き
来ぐあいを気

き
にしています。

みなさんも、物
もの
語
がたり
の登
とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
と一
いっ
緒
しょ
に、いろいろな体

たいけん
験

を通
とお
して、また自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の毎
まいにち
日の何

なに
気
げ
ない生

せいかつ
活の中

なか
でで

も、どういうことに自
じ
分
ぶん
の心

こころ
が動
うご
くのか観

かんさつ
察し、その思

おも

いをもとに、それぞれの “やりたい！” を見
み
つけてより

よい社
しゃ
会
かい
づくりにぜひ参

さん
加
か
してほしいと願

ねが
っています。

みなさんは、「変
へん
化
か
」を自

じ
分
ぶん
の中

なか
に取

と
り込

こ
んで、自

じ
分
ぶん
の

人
じん
生
せい
だけでなく社

しゃかい
会、ひいては世

せ
界
かい
の未

み
来
らい
をも変

か
えてい

く力
ちから
があるのですから。

2023年３月 奥
おく
村
むら
 裕
ひろ
一
かず

※ 通
つう
商
しょう
産
さん
業
ぎょう
省
しょう
（現

げん
・経

けい
済
ざい
産
さん
業
ぎょう
省
しょう
）に入

にゅう
省
しょう
し、A

エーペック
PEC創

そう
設
せつ
や電

でん
力
りょく
ガスの自

じ
由
ゆう

化
か
を推

すい
進
しん
。今

いま
では、地

ち
域
いき
の元

げん
気
き
を取

と
り戻

もど
しデジタル時

じ
代
だい
のデモクラシー

を拓
ひら
く東
とう
京
きょう
大
だい
学
がく
公
こう
共
きょう
政
せい
策
さく
大
だい
学
がく
院
いん
チャレンジオープンガバナンスに尽

じん
力
りょく
。
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リク　（時
とき
山
やま
 陸
りく
）

陸
りく
上
じょう
クラブの副

ふく
クラブ

長
ちょう
。夢
ゆめ
は父

ちち
親
おや
のような会

かい

社
しゃ
員
いん
になること。

カイ　（明
あ す み
日見 快

かい
）

とにかく元
げん
気
き
で面
おも
白
しろ
い！

クラスのムードメー
カー。夢

ゆめ
は動
どう
画
が
配
はい
信
しん
者
しゃ
。

アン　（夢
ゆめ
咲
さき
 明
あか
音
ね
）

ダンススクールに通
かよ
ってい

る。夢
ゆめ
はダンサー。チーム

で踊
おど
るのが好

す
き！

ユウ　（進
しん
藤
どう
 優
ゆう
）

ピアノを習
なら
っている。ス

ポーツは苦
にが
手
て
。パソコン

ゲームに夢
む
中
ちゅう
。夢
ゆめ
は…。

登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の紹
しょう

介
かい

リク・カイ・アン・ユウは、夢
む

向
こう

小
しょう

学
がっ

校
こう

に通
かよ

う 
６年
ねんせい

生。幼
おさな

なじみ。



本
ほん

当
とう

の『夢
ゆめ

』って何
なん

だろう

第
だい

１章
しょう

トモじいとバクのヒミツ

・アクティブ！
・新

あたら

しいものが好
す

き！
・昔

むかし

とある国
くに

の機
き

関
かん

で働
はたら

いていたらしい…
・子

こ

どもの頃
ころ

、犬
いぬ

に追
お

いかけられた経
けい

験
けん

が 
あるため、犬

いぬ

は苦
にが

手
て

…
・心

こころ

は永
えい

遠
えん

の12歳
さい

甘
あま

いものと
ひなたぼっこが好

す

き

よく寝
ね

る
空
そら

を飛
と

べる

実
じつ

は
世
せ

話
わ

好
ず

き

バク

トモじい
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「なんか、もう１年
ねん
たったのか…って感

かん
じるよね。

この作
さくぶん
文の宿

しゅく
題
だい
を見

み
ると。」

　学
がっこう
校の帰

かえ
り道
みち
。カイがそう切

き
り出

だ
すと、みんな

笑
わら
いだしました。カイたちの学

がっこう
校では、進

しん
級
きゅう
する

と決
き
まって『将

しょう
来
らい
の夢
ゆめ
』という作

さくぶん
文の宿

しゅく
題
だい
が出

だ
さ

れます。６年
ねんせい
生ともなると、それももう６回

かい
目
め
。

みんないい加
か
減
げん
、うんざりしていたのです。

「ほんと！　もう同
おな
じこと毎

まい
年
とし
書
か
いているし！」

「将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

」って言
い

われても…1
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第
１
章

本ほ
ん

当と
う

の
『
夢ゆ

め

』
っ
て
何な

ん

だ
ろ
う

「６年
ねんせい
生でも宿

しゅく
題
だい
にな

るかなと思
おも
って、実

じつ
は

昨
さくねん
年の作

さくぶん
文をとってお

いたんだ。今
ことし
年もほぼ

同
おな
じ内
ないよう
容でユーチュー

バーみたいな動
どう
画
が
配
はい
信
しん

者
しゃ
を目

め ざ
指しますと書

か
い

て、ぼくは一
ひとあし
足お先

さき
に提
てい
出
しゅつ
してしまいます!!」

「さすがカイだね！　私
わたし

も昨
さくねん
年と変

か
わらず、ダン

サーかな。１年
ねん
で夢

ゆめ
がコロ

コロ変
か
わったら、だめだと

思
おも
うしね。初

しょ
志
し
貫
かん
徹
てつ
！」

　幼
よう
稚
ち
園
えん
のころからダン

スを習
なら
っているアンも、

決
けっ
心
しん
は固
かた
いようです。

「そういえば、リクの夢
ゆめ
って…？」



14

「みんなみたいにかっ

こよくはないかもしれ

ないけれど…。お父
とう
さ

んみたいな会
かい
社
しゃ
員
いん
が夢

ゆめ
。

あこがれるんだよね、仕
し

事
ごと
を仕

し
切
き
っている姿

すがた
に。」

「いいな…。私
わたし
は夢
ゆめ
な

んてないよ。」

　だまって聞
き
いていた

ユウがボソッとつぶや

きました。

「いっそのこと、お金
かね

持
も
ちの飼

か
いネコになりたい。ごちそうを食

た
べて、

のんびり毎
まい
日
にち
をすごしたい…。」

自
じ
分
ぶん
の『夢

ゆめ
』って何

なん
だろう？



1515

第
１
章

本ほ
ん

当と
う

の
『
夢ゆ

め

』
っ
て
何な

ん

だ
ろ
う

「バフッ！　動
どう
画
が
配
はい
信
しん
者
しゃ
やダンサーって仕

し
事
ごと
は、

みんなが大
おお
きくなるころも人

にん
気
き
があるのかな。会

かい

社
しゃいん
員の仕

し
事
ごと
だって、A

エーアイ
Iが奪

うば
ってしまうかもバフッ。」

「えっ？　なに？　犬
いぬ
がしゃべった!!」

「失
しつれい
礼な。吾

わがはい
輩はバクである。この度

たび
、かの有

ゆうめい
名

なトモじいの飼
か
いバクになったのだ。」

「待
ま
つんじゃ！　バク!!」

「トモじい、こんにちは！　息
いき
、大
だい
丈
じょう
夫
ぶ
？」

「はぁ…。す、すまんのう。うちのバクが夢
ゆめ
も希

き

望
ぼう
もないことを。散

さん
歩
ぽ
のお供

とも
に飼

か
ったんじゃが…。」

「ねえ、トモじい。ぼくたちがやりたい仕
し
事
ごと
、バ

クが言
い
うみたいに本

ほんとう
当になくなったりするの？」
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「そうじゃのう。では、きみたちが大
おお
きくなった

時
とき
の世

よ
の中
なか
を見

み
てみようかのう。ほれ！」
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第
１
章

本ほ
ん

当と
う

の
『
夢ゆ

め

』
っ
て
何な

ん

だ
ろ
う

「すごい！　ロボットや機
き
械
かい
が、いっぱい活

かつ
やく

しているね。これだと、人
にんげん
間の出

で
る幕
まく
ないよ…。」

「バクの言
こと
葉
ば
の意

い み
味が、ちょっとわかったような

気
き
がする…。」


